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と
じ
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保
存
し
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く
だ
さ
い
：
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市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

農
地
銀
行
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
農
地
の
流
動
化
に
関
す
る

諸
制
度
を
集
約
し
、
円
滑
な
推
進
を

は
か
り
、
担
い
手
農
家
の
育
成
、
確

保
と
、
遊
休
農
地
の
解
消
な
ど
農
地

の
効
率
的
な
利
用
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
「
農
地
銀
行
」
の
名
称
で

農
地
の
流
動
化
を
推
進
し
て
ゆ
き
、

こ
の
銀
行
の
区
域
は
農
業
振
興
地
域

と
し
、
主
な
業
務
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

　
　
農
用
地
利
用
増
進
事
業
に
も
と

　
　
づ
く
農
地
の
貸
し
借
り
と
売
買

こ
の
場
合

一
、
農
地
法
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

二
、
貸
し
た
農
地
は
約
束
の
期
間
が

く
れ
ば
確
実
に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。

三
、
所
有
権
移
転
に
つ
い
て
は
登
録

免
許
税
が
千
分
の
五
十
か
ら
千
分
の

十
二
に
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
申

請
者
に
か
わ
っ
て
市
農
業
委
員
会
が

登
記
し
ま
す
。

四
、
農
地
を
売
っ
た
場
合
は
そ
の
譲

渡
所
得
か
ら
五
百
万
円
が
控
除
さ
れ

ま
す
（
こ
の
場
合
、
農
振
法
の
農
用

地
区
域
に
限
り
ま
す
）
　
ま
た
、
買

っ
た
場
合
不
動
産
取
得
税
は
取
得
価

格
の
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
が
控

除
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
農
地
流
動
化
奨
励
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
交
　
付

十
一
月
一
日
は
市
民
と
語
る
日

◎
三
時
～
五
時
．
：
「
こ
れ
か
ら
の
保
育
を
考
え
る
」
座
談
会

◎
五
時
～
七
時
…
フ
リ
ー
の
語
る
日
、
多
数
の
参
加
を

　
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
に
も

と
づ
い
て
、
農
業
委
員
会
が
定
め
た

基
準
に
よ
る
中
核
的
担
い
手
が
農
地

を
借
り
た
場
合
、
農
地
の
貸
し
手
に

農
地
流
動
化
奨
励
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。　

こ
の
場
合
の
貸
し
借
り
の
期
間
と

金
額
は
、

一
、
三
年
～
六
年
未
満
…
…
十
岬
－
あ

た
り
一
万
円
。

二
、
六
年
～
十
年
未
満
…
…
十
豚
ー
あ

た
り
二
万
円

三
、
十
年
以
上
…
…
十
岬
「
あ
た
り
三

万
円
（
五
十
八
年
度
か
ら
）

　
十
一
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は

三
時
～
五
時
ま
で
は
保
育
所
、
幼
稚

、湾J
l㌻R
鍵、．駿

鷹嚇
縢顯嵌

園
の
所
（
園
）
長
、
母
の
会
等
の
代

表
に
よ
る
座
談
会
を
保
健
セ
ン
タ
i

集
団
指
導
室
で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
五
時
～
七
時
ま
で
は
フ
リ

ー
の
語
る
日
を
開
催
し
ま
す
。
お
さ

そ
い
合
わ
せ
て
多
数
で
参
加
く
だ
さ

い
。
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
盈

七
ー
三
一
一
一
番
内
二
一
四
）
へ
。

　
　
　
農
地
を
あ
っ
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す

　
農
業
以
外
の
仕
事
が
忙
が
し
い
、

高
齢
の
た
め
農
業
を
営
な
ま
れ
な
く

な
っ
て
適
当
な
農
業
者
に
貸
し
た
い
、

と
い
う
人
が
い
る
一
方
、
農
地
を
増

し
て
経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
が
、

個
人
で
は
な
か
な
か
適
当
な
農
地
を

見
つ
け
ら
れ
な
い
と
い
先
人
も
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
市
農
業

委
員
会
事
務
局
に
備
え
て
あ
る
登
録

各種相談へ
〔交通事故相談〕　11月7日（月）

〔定例行政相談〕　11月17日休）

〔巡回内職相談〕　11月18日（金）

　　　いずれの相談も
時間　午前10時～午後3時
会場　市役所市民相談室

　　　　　　　　　　　　　　　　り
　11月の日曜営業　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ガソリンスタンド（輪番制）　i

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　6日　ミナミ商会川治給油所　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　倉沢石油春日町給油所　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　川西農協給油所　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
13日　米岡石油川西町給油所　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　山田屋商店十日町給油所　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　協和石油十日町給油所　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　こ
20日　山松商店川西給油所　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　吉田商会土市給油所　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ
　　　山松商店十日町給油所　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　ニ27日　大渕石油栄橋給油所　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村山商会十日町中央給油所　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　十日町石油十日町第二給油所1
　　　　　　　　　　　　　　　　：
一一．一一．一一．。一■一一．“一，・一・．一．一一一一．．一。．一一．一一一一一一。一．一一2
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台
帳
に
そ
れ
ぞ
れ
登
録
し
て
い
た
だ

い
て
、
農
業
委
員
会
で
そ
の
あ
っ
せ

ん
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
以
上
、
農
地
銀
行
の
設
立
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
広
く
農

家
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
各
地
区
に
四
十
一
名
の
農
地
流

動
化
推
進
員
（
農
業
委
員
を
含
む
）

が
置
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
農
地
の

貸
し
借
り
や
売
買
な
ど
に
つ
い
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
智
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
一
二
〇
・

＝
＝
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

新潟県最低賃金

1日一……・…3151円

（時間給の労働者は1時間394円）

効力発生日一昭和58年10月13日

　
　
　
人
権
相
談
所
を
開
設

　
新
潟
地
万
法
務
局
と
長
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
，
つ
ぎ
の
と
お

り
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
目
九
臼
（
水
）
　
午
前
十
時
～
午
後
一
二
時

会
場
　
市
公
民
館
第
五
集
会
室

相
談
担
当
者
　
法
務
局
長
岡
支
局
総
務
課
長
、
人
権
擁
護
委
員
…
武
田
文

雄
￥
小
林
賢
秀
．
竹
内
茂
、
中
林
秀
一
郎
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　　サゴ　　しコ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずだ

～年に一度は胸のレントゲンを～

　
結
核
は
こ
れ
ま
で
最
も
恐
れ
ら
れ
て
い
た
病
気
で
し
た
が
、
新
薬
の
開

発
や
検
診
の
充
実
な
ど
で
年
々
急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
市
内
に
は
百
人
以
上
の
患
者
が
お
り
、
新
患
者
も
十
人
以

上
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
結
核
の
治
療
も
早
期
発
見
が
な
に
よ
り
で
す
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

受
診
率
も
低
下
し
て
お
り
、
も
う
一
度
結
核
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
に
は
ま
だ
三
十
九
万
人
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ま
だ
ま
だ

　
　
恐
い
結
核

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
、
昔
か

ら
肺
結
核
の
早
期
発
見
の
方
法
と
し

て
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
は
、
肺
ガ
ン
の
早
期
発
見
の
方
法

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
結
核
な
ん
て
昔
の
病
気
」
、
「
若

い
ん
だ
か
ら
な
る
わ
け
な
い
」
、

「
年
寄
り
だ
か
ら
心
配
な
い
」
と
思

っ
て
い
た
ら
大
ま
ち
が
い
で
す
。

結核患者・新患者の推移
　　　　　　　　　（十日町市）
　＼302人
　　　　　　　　　　　　　　結核患者
　　・、　　　　　　　213人
　　　、、
（38人）・、　　　　　　　　　153人
　　　　　＼　　　　　　　　　　斗23人
新患者ノ＼。．．．．．．＿．、．．（1。人）

　　　　　　　　（18人）　　（17人）　　、、●

57
年

54
年

51
年

48
年

核
患
者
が
お
り
　
そ
の
う
ち
毎
年
五

～
六
千
人
の
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
四
十
五
歳
～
五
十
九
歳
ま
で

の
年
齢
で
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
で
死

亡
順
位
の
第
十
位
に
居
す
わ
っ
て
い

る
状
態
で
す
。

300人
（60人）

『200人

（40人）

100人
（20人）

十
日
町
市
の

　
　
　
　
　
状
　
況

　
市
内
の
結
核
患
者
は
、
昭
和
四
十

八
年
の
三
百
二
人
が
、
五
十
七
年
に

胸部レントゲン検査受診状況

悔

年度 対象者数 受診者数 受診率 新患者数 患者数

51 14，189人 13，535人 95．4％ 18人 213人

52 14，652 13，125 89．6 19 197

53 10，818 8，136 75．2 14 187

54 15，136 10，723 70．8 17 153

55 15，074 10，876 72．2 15 135

56 15，640 10，311 65．9 10 127

57 15，448 10，405 67．4 10 123

　
孝
〆

　
（

　
　
ウ

、

〃
●
●
　
●
　
●

受

＼
イ
ノ
・

ー
“
さ
と
す
，
て

）
イ

、
偽
6
．

（
．
　
々

赴
（
（

一

㌧

は
百
二
十
三
人
と
患
者
数
は
減
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
昨
年
も
あ
ら
た
に

結
核
と
診
断
さ
れ
た
人
が
十
人
も
い

ま
す
。
や
は
り
三
年
以
上
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
受
け
て
い
な
い
人
が
重
症
化
し

て
か
ら
病
院
へ
受
診
し
て
い
る
の
が

目
立
ち
ま
す
。

　
働
き
盛
り
の
年
代
と
高
齢
者
に
多

く
発
病
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
風

邪
だ
ろ
う
と
思
っ
て
放
っ
て
お
く
う

ち
に
家
族
に
ま
で
う
つ
し
て
し
ま
っ

た
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
症
状
に

注
　
意

　
こ
ん
な
症
状
が
二
週
間
以
上
も
続

く
な
ら
要
注
意
で
す
。

　
◎
　
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い

◎
　
風
邪
が
な
か
な
か
治
ら
な
い

あし歯のないよい歯の子
　　　　　（8月・10月の受診者105人）

氏　名 ｛主 所 f呆護者名
庭　野 礼子

　　■
江 道 芳 市

水落 久 上 原 ｛呆

金沢 知　可 峠 義 孝

大渕 哲也 上 新 田 1 武 義

島　田　美紗子 1ヒ 鐙 坂 3 昇

高野 絵美 妻　有　町 東 1 秀 樹
／』・才木 啓介

4ヒ 新 田 1 重 一
ホ寸　山 マ告美 山 本 町 3 順 三

大7毎 一成 二 ’ソ 屋 政 桑恵

阿部真利子 西 矛甫 東 敏 夫

池　田 f憂子 高　田　町　3　の　南 光 敏

滝沢 瑞禾恵 本 町 2 芋B 雄

遠藤 智　史 高　田　町　3　の　南 泰 介

玉　田 正樹 四 日 町 3 正 徳
ホ寸　山 信広 五 車干 新 田 義 一
樋　口 正行 上 原 女子 勝
7也　田 梨　糸少 古

同 田 町 5 仁

滝沢 哲信 千 歳 町 義 家

大平 杏子 山 本 町 1 富士夫
岡　†寸 隆　司 春 日 町 3 和 年

富井 舞香 土 市 第 4 良 文

水落 清哉 土 市 第 5
’主≧F3 一

桑原 順子 大 黒　　7尺 第 2 一 徳

◎
　
朝
晩
、
疲
が
少
し
増
え
た

◎
　
寝
汗
を
か
く
よ
う
に
な
っ
た

　
”
血
を
吐
く
よ
う
な
咳
”
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
も
う
古
い
の
で
す
。
初

期
に
は
、
時
に
無
症
状
の
う
ち
に
進

行
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

や
は
り
年
に
一
度
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
を
受
け
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

・
つ
Q

年
一
回

レ
ン
ト
ゲ
ン

　
　
　
　
　
検
診
を

　
今
年
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

受
診
対
象
者
は
、
約
一
万
五
千
人
で
、

こ
の
う
ち
一
万
人
の
人
が
受
診
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
三
分
の
一
に
当
る
五

千
人
が
検
診
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
と
に
過
去
三
ヵ
年
間
一
回
も
受

診
し
て
い
な
い
人
が
、
千
八
百
五
十

四
人
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
受
診
し

た
人
は
わ
ず
か
三
百
人
で
す
。
新
ら

た
に
発
病
し
て
い
る
患
者
は
、
こ
の

未
受
診
の
人
が
多
く
、
ぜ
ひ
、
一
年

に
一
回
は
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い

人
は
ま
だ
間
に
あ
い
ま
す
。
八
ぺ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
る
日
程
を
確
認
し

て
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
高
齢
の
た
め
腰
が
曲
が
っ

て
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
受
け
ら
れ
な
い
と

か
、
寝
た
き
り
で
会
場
ま
で
こ
れ
な

い
人
に
は
疾
の
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
保
健
衛
生
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。



（3）IIll“川1“llIll・川と翻鮎甜ら舗lll”lll””1・llllIll川”lll川1川1”ll“lm“ll“ll”“““lllllllll”川II””ll”ll”1川川lmlll“川IIIlll”lll川Illllll”1川ll“昭和58年1。月25日

“
下
水
道
”
を

　
　
　
　
ご
利
用

　
　
　
　
く
だ
さ
搬

　
下
水
道
の
整
備
は
、
都
市
生
活
の

基
本
で
す
。
市
が
公
共
下
水
道
に
巨

費
を
投
じ
近
代
的
な
技
術
を
も
っ
て

整
備
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
合
っ
た
排

水
設
備
が
そ
な
わ
な
け
れ
ば
下
水
道

の
目
的
、
効
用
を
全
う
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
当
市
の
公
共
下
水
道
は
五
月
一
日

に
処
理
開
始
さ
れ
各
家
庭
や
工
場
、

事
業
所
か
ら
の
下
水
を
受
け
入
れ
、

現
在
ま
で
に
五
百
世
帯
の
下
水
を
処

理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
期
を
む
か
え
、
し
尿

の
汲
み
取
り
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
が

下
水
道
に
継
ぎ
込
み
ま
す
と
こ
の
わ

ず
ら
わ
し
さ
が
な
く
な
り
、
腰
掛
式

（
洋
式
）
便
器
を
使
用
す
れ
ば
高
血

圧
や
「
ぢ
」
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

下
水
道
の
効
用
を
十
分
ご
理
解
い
た

だ
き
一
日
も
早
く
下
水
道
に
継
ぎ
こ

ま
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
％
供
用
開
始
地
区
の

　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

　
十
一
月
一
日
に
供
用
開
始
予
定
区

域
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
℃

ま
す
。
（
時
間
は
夜
七
～
九
時
）

★
十
月
二
十
七
日
㈲
　
西
部
会
館
…

稲
荷
町
三
丁
目
北
、
西
本
町
一
丁
目

稲
荷
町
三
丁
目
本
通
り
の
一
部

★
十
月
二
十
八
日
働
　
西
保
育
所
…

八
幡
田
町
、
西
本
町
二
丁
目
の
一
部

ブを
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
障
害
者
と
健
常
者

の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
　
市
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
フ
「
ラ
ブ
コ
ー

ル
進
行
会
」
が
開
い
た
も
の
で
す
。

郡
市
内
の
障
害
者
や
福
祉
施
設
入
所

者
の
作
品
に
ま
じ
っ
て
、
新
潟
市
の

グ
ル
ー
フ
に
よ
る
障
害
児
の
た
め
の

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
も
入
場
者
の
興

味
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

福
盤
集
金
証
書
炎
付

　
福
祉
年
金
の
十
一
月
期
の
支
払
い

が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

　
受
給
者
か
ら
お
預
り
し
て
あ
り
ま

す
福
祉
年
金
証
書
を
つ
ぎ
の
日
程
で

お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
及
ぴ
保
管

証
を
必
ず
持
参
の
上
指
定
の
交
付
場

所
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

　
受
け
と
り
は
、
代
理
の
方
で
も
結

構
で
す
。
例
年
午
前
中
は
混
み
合
い

ま
す
が
、
午
後
か
ら
比
較
的
す
い
て

い
ま
す
。
な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
時

以
外
は
市
役
所
の
市
民
生
活
課
年
金

係
の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
お
受

け
と
り
く
だ
さ
い
。

出
稼
ぎ
，
繕
出
潜
鰯
る
皆
鐘
ん
へ

　
◎
「
年
金
手
帳
」
は
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
持
参
し
ま
し
ょ
う
〃

　
出
稼
ぎ
先
の
会
社
の
労
務
担
当
者

に
「
年
金
手
帳
」
を
提
出
し
て
、
厚

生
年
金
の
記
号
番
号
（
初
め
て
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
人
の
み
）
、
加
入

や
喪
失
年
月
日
を
記
入
し
て
も
ら
っ

て
下
さ
い
。
出
稼
ぎ
先
の
厚
生
年
金

加
入
期
間
は
、
国
民
年
金
の
加
入
期

と
合
算
し
て
将
来
「
通
算
老
齢
年
金
」

と
し
て
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
怠
っ
た
り
、

保
険
料
を
納
め
な
い
で
お
く
と
万
一

の
事
故
の
場
合
、
障
害
年
金
や
将
来

の
通
算
老
齢
年
金
が
受
給
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
◎
国
民
年
金
の
手
続
き
は

　
　
　
そ
の
つ
ど
速
や
か
に
〃

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入
し

日
　
　
寺

　
　
日

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
給
郵
便
局

n
月
1
1
日
㈹

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

卜
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

卜
H
町
高
田
郵
便
局

市
農
協
新
水
事
業
所

新
水
簡
易
郵
便
局

羽
根
川
荘
（
俵
山
さ
ん
）

六
箇
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

中
条
公
民
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
条
公
民
館

下
条
郵
便
局

魚
沼
古
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

千
手
郵
便
局

水
沢
公
民
館

土
市
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

H
月
1
2
日
ω

午
前
9
時

～
正
午
ま
で

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

卜
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

レ
日
町
高
田
郵
便
局

水
沢
公
民
館

土
市
郵
便
局

た
と
き
は
国
民
年
金
の
喪
失
届
を
、

出
稼
ぎ
か
ら
戻
っ
た
と
き
に
は
国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
を
そ
の
つ
ど
速

や
か
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
年
金
手
帳
は
将
来
、
年
金

を
受
け
と
る
と
き
に
必
要
な
も
の
で

す
か
ら
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

　
も
し
、
年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、

汚
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
旨
を

申
し
出
れ
ば
”
再
交
付
”
さ
れ
ま
す
。

十日町の

　　人に

　　　　なりました
田駅通り

登坂るり蚤さん　　　〔39〕
　～埼玉・加須市から～

★
埼
玉
県
か
ら
十
日
町
の
人
に
な
る

人
が
実
に
多
い
よ
う
で
す
。
今
月
の

登
坂
る
り
子
さ
ん
（
二
十
六
歳
）
も

埼
玉
県
加
須
（
か
ぞ
）
市
か
ら
、
今

月
八
日
に
嫁
い
で
来
た
人
で
す
。

★
夫
の
明
雄
さ
ん
（
会
社
役
員
）
と

は
、
東
京
の
美
術
の
学
校
で
「
色
の

使
い
方
が
同
じ
傾
向
」
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
似
た
も
の
同
志
で
交
際
が
始

ま
っ
た
と
か
。
派
手
な
こ
と
が
嫌
い

な
お
二
人
は
、
結
婚
式
も
、
自
宅
で

行
い
、
新
婚
旅
行
も
今
の
と
こ
ろ
計

画
も
な
し
と
い
っ
た
よ
う
に
、
質
素

な
感
じ
の
カ
ッ
プ
ル
で
す
。

★
十
日
町
の
印
象
は
「
こ
こ
の
自
然

に
暖
か
い
風
土
色
を
感
じ
ま
す
。
例

え
ば
信
濃
川
、
素
敵
な
、
若
い
女
性

的
な
流
れ
を
連
想
し
ま
す
一
　
「
両
親

も
、
こ
の
ま
ち
が
、
す
ご
く
気
に
入

っ
た
よ
う
で
す
一
　
「
式
に
十
日
町
の

着
も
の
を
着
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
θ
　
（
明
雄
さ
ん
の
お
母
さ
ん
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
）

「
食
べ
物
が
美
味
し
く
て
太
る
の
が

心
配
一
な
ど
な
ど
…
…
。

★
こ
れ
か
ら
は
絵
筆
を
も
つ
機
会
も

段
々
と
少
な
く
な
っ
て
ゆ
く
の
が
残

念
と
い
う
る
り
子
さ
ん
で
す
が
、
夜

遅
く
ま
で
油
絵
を
描
く
明
雄
さ
ん
の

隣
り
で
、
明
る
い
ム
ー
ド
を
漂
わ
せ

な
が
ら
、
二
人
で
美
術
談
義
を
す
る

姿
が
想
像
で
き
る
…
…
そ
ん
な
十
日

町
の
人
で
す
。

流雪溝工事につき

通行にご注意を〃

諏
訪
町

線町中田町訪諏

寺曽

神
明
町

　
線

　
号

道　
1
7

国
1

駅町目十

水
野
町

若
宮
町

駅
通
り

田
　
中
　
町

十日町駅

太線の部分が、克雪生活

圏整備事業で、12月末ま

で流雪溝の工事中です。

通行とくに通学の際には

十分ご注意ください。

なぜ、こんなにも涙が
　　　流れるのだろう…。

“Kramer
クレイマーvs

　　　　　　　Kramer、、

　　　　　　　クレイマー

と　き　11月12日（土）

　　　　　夜7時～

ところ市民会館ホール

会員兼　一般600円（当日700円）

　　　学生400円（〃500円）

主催十日町青年学級

　　　　映画評論コース
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11月のおもなスポーツ行事予定

o

　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　け　　　　　　　じ　　　　　　　ト

）』体脊課唇7－3m番㊥326．市民体育館盈7－5208番（

　　　　覆雛聯拶饗窄羅撃謙髄鰹ゆ騨麟醐騰環郷．　藤

第13回体育祭

開催される

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月10日体育の日、十日町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市体育協会恒例の体育祭が、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町市長をはじめ、多数の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来賓、体育関係者の出席のも

と、市民体育館で盛大に行われました。

　第1部では、昭和58年度市体育協会表彰式が行われ、霜垣弘文さん（功労

者章）ほか28名の方々の日頃の功績、熱意をたたえ、おしみない拍手がおく

られました。

　　鐙學航㎡験轍學轍

奄私

魯
　　　テニス（女子）
　　　　　　　　　　（　　　金沢清美さん
　　　　（青山商事）

ぷ
　　　今年から硬式テニスを始めまし

魯　　た。クラブに入ったり、講習会に

　　参加したりしていますが、技術的

　　に上達したとは、まだまだいえな

暴　　い状態です。けれど、いろんな人

　　　と知り合い、とても楽しくやっ

　　　　ています。これからも健康の

　　　　　ため、シェイプアップにと

　　　　　　支術の向上をめざしてが

　　　　　　　んばります。

ポ

ヲ
0
8
番
（
育
祭
る
の

’

期日 曜日 行　　事　　名 会　場 主　管

％ 休） 第26回魚沼二市三郡
　軟式庭球選手権大会

信濃川運動公園

テニスコート
軟式庭球連盟

％ （日） 第5回地区体協対抗
　　バドミントン大会

下　条　中
バドミント
ン　協　会

％ （日） 郡市6人制
　　バレーボール大会

市民体育館 バレーボー
ル　協　会

％43
（土）

（日）

県スポーツ少年団
　　　母集団研修会 市民会館

県スポーツ
少　年　団

％ （日） 郡市オープン
　　卓球選手権大会

市民体育館 卓球協会

％ （日） 第16回二市三郡親善
　　バドミントン大会

市民体育館
バドミント
ン　協　会

日、十日町

体育祭が、

め、多数の

の出席のも

さん（功労

拍手がおく

俺

％ （日） 空手、昇段・級審査会 武　道　館 空手協会

％ 困 第8回地区体協親善
バスケットボール大会

下　条　中
バスケット
ボール協会

％ ㈹ 柔道、昇段・級審査会 武　道　館 柔道協会

％ （日） 昭和58年度
ミニバスケットボール講習会 市民体育館

教育委員会
バスケッ1ボール協会

ダ 体操　中学校訪問 十中・南中 体操協会

Ψ 清　　　　津　　　　峡 山岳協会
（アスナロ会）

11月中 屋外体育施設閉場 教育委員会

ツ●
験、學砂餅齢験
10嶽ぽ蒸ポ蟹暢朋聞

バスケットボール

服部浩美さん
　（田畑屋）

六箇地区（田麦）

福崎康夫さん

　私はスポーツが大好きです。

学生時代からずっとバスケットを

やってきました。とても過激なス

ポーツですが、チームのみんなと
がんばっています。試合前の緊迫

感がとても好きです。

「よ一し、やるぞ…！」という意

気込みを感じさせてくれます。ひ

と汗かいたときのすがすがしさは
何ともいえません。これからもrフ

ァィト！」でがんばってゆきます。

曾

　六箇地区体協の目玉行事に、妻有街道歩け

歩け大会があります。スポーツというと、と

かく激しい運動をともない、若い人、特定の

人だけのものと思われがちですが、こういう

歩け運動こそ、ルールや技術にとらわれるこ

となく気軽に、簡単にだれでも参加できるス

ポーツといえます。私たちの生活の中に、ぜ

ひとも、歩け歩けの輪を広げたいものです。

　　　　　　砂漁晦漁終櫓晦漁網漁鐙轍學
幽市民スポーツ大会結果　　　　職域チーム1位宇都宮1・3’・ぴ　　　小1・2年の部1位

チャンピオン大会1位　織物組合

一般男子A・1位
一般男子B・1位
一般女子A・1位
一般女子B・1位

婦人の部1位

一
之
子
子
子

京
一
智
友
佑

部
村
　
口
橋

阿
上
柳
樋
高

行
夫
子
子
子

広
正
美
と
信

　
　
久
さ

品
辺
田
藤
杉

蔵
渡
太
近
小

一一般男子1位　藤木昇和

壮年男子1位　村山昭夫
一般女子1位　湯沢節子

地域チーム1位　新　座　A
学生チーム1位　十　高　A
女子チーム1位　中条体協B

57’57”

55’13”

49’11”

　　　　　　　　　　男子の部　南陵クラブ
　　　　　　　　　　女子の部　十高O　B一般男子1位高野恒善
一般女子1位　福島たみ子

シニア男子1位小山藤夫　　　　　　　　　　（パパ・ママバレー）
シニア女子1位玉田由利　　　東クラブ
中1男子1位　田川貴弘
中1女子1位樋口陽子
中2男子1位　村山忠人一般男子1位蔵品　徹
中2女子1位上村紀子一般女子1位今井順子
　　　　　　　　　　中学男子1位小海靖彦

女子Aダブルス1位
女子B　　　〃
男子A　　　〃
男子B　　　〃
女子Aシングルス1位
女子B　　　〃
男子A　　　〃
男子B　　　〃

中学女子1位根津貴美子

大町啓子
松沢真弓
今井良彦
根津岳夫
押木洋枝
金沢アズサ

今井良彦
渡辺泰広

庭野久美子

野村和世
庭野哲夫
大口修一

融
’
彰
愛
蒐
愛
融
聖
・
ノ

間
．
翻
副
繋
灘
琴
“
，

帰
　
醸
割
農
嬉
幾
惣
駐
膿
鰐
斜
籍
呪

灘
　
　
小
ん
で
、
交
流
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
．
そ
し
て
多
≦

灘
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
仲
間
と
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通

嶺
陰
一
ク
ρ
詰
ザ
膝
壌
弊
貿
％
か
一

之
晃
宏
彦
来
生
幸
之

博
　
幸
勝
重
康
雅
勝

　
場
山
田
村
沢
村
山

柳
大
丸
川
上
金
上
丸

位
位
位
位
位
位
位
位

－
　
「
⊥
　
－
　
　
　
　
　
　
　
「
⊥
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　

5
K
ド
ワ
p
　
　
　
　
　
K
ド
K
ド

立
口
立
口
立
口
F
p
『
p
巨
p
立
口
立
口

の
の
の
立
口
立
口
立
口
の
の

年
年
年
の
の
の
段
段

己
討
略
年
年
年
無
有

1
・
5
1
2
3
般
般

小
小
小
中
中
中
一
一

型団体1位巨人チーム
低学年型個人1位高野満治
高学年型個人1位西野あゆみ
高校・中学型個人1位　山崎哲嗣

A
之
朗
一

小
浩
雅
洋

治
村
辺

川
玉
渡
原

位
位
位
位

　
「
⊥
　
1
　
1

1　
5
β
B

　
立
口
立
口
立
口

戦
の
の
の

体
生
生
生

　
年
年
年

団
3
4
5

小学生低学年の部1位　蕪木浩一
小学生高学年の部1位北上浩治
中学生男子の部1位　桑原明史
中学生女子の部1位　蕪木則子
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　　　　　　　　　　　膨　　　　　　　　　　　　昭和58年度　　　　　　　　　　　　　　　＼

雪国観光と物産展蓬塊　　　学校開放利男　　　田田

，壬鷲欝欝議勢礁貰一ヨ亘後期申込み受付中
テージにおいて・9調村（湯沢町、塩沢町、黎灘繋轟膜撃調男難、蹴盤綴
六臼町、十日町市、川西町、津南町、中里村、　　進めていますが、本年度後期分の　　ており、責任者がはっきりしてレ、

松之山町、松代町）の協力により「雪国観光と　　利用申込みを受付けています．　　　る団体．

物産展」が行われます。　　　　　　　　　　　　豆申込み　11月5日までに市体育　　※忘れずに申込んでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課（暦7－3111番・内線326）へ

　　、，　ミニバスケットボール講習会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノゐ　　　　　　　
　　　　　●日時11月27日（日〉　　’

　　　　　●会場＋日町市民体育館　婁市民体力テスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　魯あなたの若さは
●対象市内の小学生と小・中学校の先生魯　　　どのくらい1？
　　　　　　　　．　　　　　　　　彦●指導十日町市ハスケットボール協会員魯10／29（士）9時～21時

・申込み11月19日までに市・体育課へ　1会場市民体育館

尽

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
0
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ブ
ル
ー
ワ
ー
カ
ー

ノレ

1
ム
ラ
ン
ナ
1

電
気
マ
ツ
サ
i
ジ
機

日
立
ビ
デ
オ
デ
ツ
キ

ウ
イ
ン
ド
フ
ア
ン

♀サ

馨イ

塗ク

；リ

ズン

でグ

ル車

スス

パズ

イキ

クジ

タム

イニ

ヤ1

角写ス

型さノ

んi

シスダ

ヤノン

1プ

ベダンニ

ルプムロ

二自

十
一
一
転
イ
ン
チ
車

（自

高
学
転
年
用
）
車

英
会
話
セ
ツ
ト

ス
ノ
ぐ
イ
ク
タ
イ
ヤ

ホ
ン
ダ
ノく
イ
ク
（
7
5
0
C
．
C
）

（パ

N
E
C
I

ソ
P
C
九
コ
柔
亘
ン

品
名ゆ

ず
り
ま
す

〃 〃 〃 〃 〃 〃

（
二
中
年
使
里古

中
古

3中

マ
鮎

（中

男
子
）

古

〃

○中

穫
里
古

〃 中
古

規
格

一
一
一
千
円

一
万
円

相
談
で

五
万
円

一
万
五
千
円

一
万
五
千
円

二
千
五
百
円

〃

相
談
で

五
千
円

十
万
円

三
千
円

十
九
万
円

相
談
で

希
望
価
格

覇麟講、
愚鵜襟農業制度資糞をi

　　シリーズNα3

土地改良資金

二
段
ベ
ツ
ド

エミ

業シ

用ン

（自

補
助
転
車
付
）
車

オ
ノ
レ
ガ
ン

諺
続
ン
1
カ
グ
ク
チ

ル1

エベチ

ツエ

アドア

デス

ツテ

キ
レ
含
む
オ

品
名

ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

〃 〃 〃 〃 〃 中
古

規
格

〃 〃
相
談
で

一
万
五
千
円

〃

相
談
で

希
望
価
格

幽行事内容

　●芸能祭（十日町大太鼓、新保広大寺など）

　　　　　11月12日午後～13日まで

　●物産展　11月12日～15日まで

　●物産展示即売会　11月12日～15日まで

　●観光展（写真、パネル、P　Rコーナー〉

　　　　　11月12日～15日まで

　●菊花展　11月4日～15日まで

　●地酒コーナー　●ミス駒子の一日駅長

　●実演コーナー（津南木工、川西ワラ細工、

　　　　　　　松之山野鳥コケシ）

●湯沢駅降車客ビッグプレゼント

　11月12日11時着の列車から、13日11時着の

　列車までの降車客に……。

　抽選に晶り反物、コシヒカリ、旅行ペア宿

　泊券、ユリ球根その他のプレゼントが当た

　　ります。

　
土
地
改
良
資
金
は
、
農
業
の
生
産

力
の
増
大
及
び
生
産
性
の
向
上
を
は

か
る
た
め
、
ほ
場
整
備
、
農
道
の
整

備
、
か
ん
が
い
排
水
施
設
の
整
備
な

ど
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
開
発
を

行
う
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
資
金

で
す
。

■
融
資
対
象
事
業

ω
か
ん
が
い
排
水
施
設
、
ほ
場
整
備
、

農
道
な
ど
の
改
良

ω
客
土
、
開
畑
、
埋
立
な
ど
の
改
良

ま
た
は
造
成

⑥
災
害
復
旧
関
連
工
事

ω
牧
野
の
改
良
造
成
、
俣
全
、
利
用

施
設
の
整
備

■
借
り
ら
れ
る
人
・
団
体

ω
農
業
者

　塁㊤愁蕪麗1三オ＝ズン
肇・・

ホーム薬獣臨 のコ
ム
●
バ
ザ
i
…
…
…
－
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
う
ど
ん
、
お
し
る
こ
e
t
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
一
　
●
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
…
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
i
、
紅
茶
、
ジ
ュ
ー
ス

～0
ホ
●
ガ
ラ
ク
タ
市
…
－
な
ん
と
！
こ
ん
な
い
い
品
が
タ
ダ
同
然

創ゆ

年
　
　
　
　
の
価
格
で
・

1
少

％
青
．
模
擬
店
…
…
…
…
わ
た
あ
め
（
無
料
）
、
風
船
つ
り

銀
示
　
　
　
●
茶
　
席
…
…
…
…
落
葉
舞
う
秋
の
一
日
、
ま
っ
茶
で
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
が
で
す
か
。

●
活
花
展
…
…
：

●
カ
ラ
オ
ケ
…
：

●
お
化
け
屋
敷
：

・
…
素
晴
ら
し
い
、
美
し
い
…
。

・
…
五
〇
〇
曲
完
備
最
新
ヒ
ッ
ト
曲
多
数
あ
り
。

　
ス
テ
ー
ジ
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

…
・
な
に
が
出
る
か
な
。
お
楽
し
み
に
ネ
。

ω
土
地
改
良
区

⑥
農
業
協
同
組
合

■
融
資
額

　
受
益
者
一
人
当
た
り
の
負
担
額
（
補

助
金
が
あ
る
場
合
は
、
補
助
金
を
除

い
た
負
担
額
）
が
五
百
万
円
ま
で
の

場
合
は
、
百
％
を
借
り
ら
れ
ま
す
。

　
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
五

百
万
円
と
こ
れ
を
超
え
る
部
分
の
八

十
％
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

■
利
率
と
償
還
期
間

　
補
助
事
業
（
国
）
に
つ
い
て
は
利

率
六
・
五
％
、
非
補
助
事
業
に
あ
っ

て
は
利
率
四
・
五
％
。
償
還
期
間
は
二

十
五
年
以
内
（
据
置
期
間
十
年
以
内

を
含
む
）

固
借
入
れ
申
込
み

　
土
地
改
良
区
が
事
業
を
行
う
場
合

は
別
と
じ
て
、
農
家
が
借
入
れ
す
る

に
は
、
農
協
を
通
じ
て
申
込
む
の
が

便
利
で
す
。
こ
の
場
合
、
農
協
が
借

入
れ
し
、
農
家
に
転
貸
す
る
形
を
と

り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
今
農
村
で
は
、
生
活
様
式
の
変
化

や
混
住
化
の
進
行
な
ど
に
よ
っ
て
、

農
業
用
用
排
水
路
の
汚
濁
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
度
、
農
業
集
落
排
水
事
業
実

施
要
綱
が
定
め
ら
れ
、
集
落
内
の
し

尿
、
生
活
雑
排
水
な
ど
の
汚
水
を
処

理
す
る
施
設
の
整
備
を
促
進
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

集
落
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
補

助
対
象
事
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
以
外
で
も
各
戸
配
管
ま
で
融
資

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
・
農
林
課
農
業
振

興
係
（
智
七
ー
三
二
一
番
内
線
三

三
二
）
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

響
章

　
藤
田
豊
平
さ
ん
（
新
保
）
は
、
昭

和
十
四
年
一
月
に
下
条
村
警
防
団
に

入
団
し
て
以
来
、
昭
和
五
十
七
年
四

月
ま
で
、
四
十
三
年
余
に
わ
た
っ
て

消
防
活
動
に
携
わ
ら
れ
た
功
績
に
よ

り
、
消
防
功
労
者
と
し
て
十
一
月
三

日
付
で
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章

し
ま
す
。

市
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業
等
の
申
請
は
十
月
三
十
｝
日
ま
で
に
市
農
林
課
耕
地
林
務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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難檬

燈
覆卍

鍵鰍　　癬’　　蓑　灘箪

ご
家
族
・
職
場
の
み
な
さ
ん
へ

　
博
物
館
秋
季
特
別
展
と
し
て
、
県
美
術
博
物
館
と
の
共

催
で
、
大
光
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
近
代
日
本
洋
画
の
巨
匠
た

ち
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
美
術
史
上
か
く
こ
と
の

で
き
な
い
巨
匠
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
、
約
六
〇
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
す
ぐ
れ
た
文
化
に
ふ
れ
さ
せ
る
こ
と
は
、

特
に
家
庭
教
育
の
上
で
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
織

物
の
町
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、
市
民
の
美
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
も
大
切
な
要
素
か
と
思
い
ま
す
。
美
術
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
場
で
ご
覧
下
さ
い
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
家
族
、

浅
井
忠
「
農
人
」
「
岩
礁

　
　
　
　
　
　
の
あ
る
海
」

小
山
正
太
郎
「
糸
を
紡
ぐ
老
婆
」

　
　
　
　
　
　
　
「
婦
人
」

青
　
木
　
　
繁
　
「
妙
義
山
」

高
　
村
　
真
　
夫
「
春
日
野
」

坂
本
繁
二
郎
「
牛
」

　
　
　
　
　
　
　

講．

．
繊
．
灘

　
　
　
鰹

灘灘

萬
　
鉄
　
五
　
郎
「
雪
の
景
」
　
「
木

　
　
　
　
　
　
の
間
の
風
景
」

岸
　
田
　
劉
　
生
「
冬
枯
れ
の
道
路
」

満
谷
国
四
郎
「
裸
婦
」

坂
　
田
　
一
　
男
「
椅
子
に
よ
る
裸

　
　
　
　
　
　
婦
」

前
田
寛
治
「
赤
い
帽
子
の
女
」

佐
　
伯
　
祐
　
三
「
広
告
塔
」

小
出
樽
重
「
ソ
フ
ァ
ー
の
裸

　
灘欝

難
灘

　
　
　
　
鍵
，
婆

灘灘

難佐糸斉児山脇阿　小藤梅安鳥北野吉須藤　牧長
波藤園藤島・田部野田原井海川間原田島野谷

田和善　　　龍曽　 、国　 川

龍敬三義三薫禾口展末嗣三太青民仁治矩馳
起　郎重郎　　也　　治郎郎児次根良郎一　雄付
rrrrrrrr場rr　、rrrJrr、rコrr体森作鳩作森林あ予L街私「読二大化作三撫殖サ昼
の品L品ととり言　角の紫書重些園量輪　　 ！『
詩L　　I聚動そ者　L夢林L橋　L　付　　ル
L　L蓄抑どL　闘L瑳L　　哲　去
　　　　　　　　　牛　L　　　　　　　　　L

桂
ゆ
き
「
異
邦
人
」

地
主
悌
助
「
石
」

オ
ノ
サ
ト
ト
シ
ノ
ブ
「
同
心
円
」

高　高中高前金山森

井　間谷橋田　口
　　　　　　昌　芳
貞　惣　　常　長
　　　泰秀　烈　雄
二　七　　作　男
　ニセ　　　　　　　　 　り

藤顛端歪奪
　　の　の界　　i
　　薔璃オ

　
　
〈
日
本
画
〉

加
　
山
　
又
　
造
「
月
と
騎
駝
」
「
烈

　
　
　
　
　
　
風
」
　
「
馬
」

麻
田
鷹
司
「
雪
原
風
景
」
「
那

　
　
　
　
　
　
智
の
滝
」
　
「
東
尋

　
　
　
　
　
　
坊
」

土
　
田
　
麦
　
倦
「
恒
春
」
　
「
宇
治

　
　
　
　
　
　
白
川
村
」
「
効
外
」

　
　
　
　
　
　
　
「
筏
」

東
　
山
　
魁
　
夷
「
森
の
静
寂
」

〈上〉坂本繁二郎「牛」

〈中＞藤田嗣治「私の夢」
〈下〉岸田劉生「冬枯れの道路」

博
物
館
資
料

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
9
月
分
〉

新
潟
県
教
育
庁
総
務
課

下
町
若
衆
連
中
（
十
日
町
）

　
両
津
市
郷
土
博
物
館

松
下
亀
太
郎
（
姿
）

　
春
日
又
衛
門
（
樽
沢
）

新
潟
総
合
学
院

　
池
田
　
幸
策
（
焼
野
）

　
十
日
町
福
祉
事
務
所

　
片
桐
　
久
作
（
田
川
町
一
）

中
山
　
芳
樹
（
水
野
町
）

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

　
大
島
　
ハ
ナ
（
駅
通
り
）

　
小
杉
　
軍
平
（
四
日
町
第
四
）

　
山
田
才
治
郎
（
東
枯
木
又
）

　
桑
原
ス
マ
子
（
本
町
西
一
）

　
石
川
　
哲
司
（
田
川
町
一
）

　
分
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　
出
雲
崎
町
教
云
旦
安
員
会

　
井
ノ
川
久
司
（
稲
荷
町
三
南
）

　
広
大
寺
（
水
口
）

　
小
杉
　
富
男
（
蟹
沢
）

　
水
落
　
久
策
（
中
条
菅
沼
）

　
根
津
　
恵
造
（
上
原
）

　
保
坂
善
吉
（
姿
第
一
）

　
村
山
　
好
政
（
伊
達
第
二
）

　
根
津
　
東
雄
（
本
町
二
）

　
波
間
　
幸
三
（
本
町
五
）

　
下
条
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
高
橋
春
二
（
稲
荷
町
三
南
）

　
天
野
　
武
（
東
京
）

　
丸
山
　
新
吾
（
川
西
町
木
落
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
V
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梅鍵験民館

日時　11月5日仕）～6日（日）

　　午前9時～午後4時

内容　●展示（手芸、焼物、表具、活

　　花、書道、菊花、俳句）

　　　9鶏●，o，

日時　11月6日（日）午前9時半

　　　　　　　　　　　～午後3時

内容　●展示（手芸、菊花、書付、活

　　花、事業写真）●バザー●不用

　　品即売会●発表会ビデオ上映

・趨擬雑館

璽轟轟纂縣公民館
　　へ　　　　　　　　　の　　の

　　　　　ロ
日時　10月29日（土）午前9時

　　　　　　　　　　　～午後4時
　　　　30日（日）午前9時
　　　　　　　　　　　～午後3時
内容　●展示（絵画、書道、活花、写

　　真、版画、手芸、焼物）●家宝

　　展●菊花展●バザー

日時　11月6日（日）午前9時

　　　　　　　　　　　～午後4時
内容　●展示（活花、焼物、菊花、盆栽、

　　手芸、写真、特別展）●バザー
　　　●もちつき大会●ガラクタ市

曝…轟萎用紛囎．

日時　11月12日（土）午後1時～5時

　　　　13日（日）午前9時
　　　　　　　　　　　～午後5時
内容　●展示（活花、書道、焼物、手

　　芸、菊花、盆栽、写真、交通安
　　全展）●バザー●芸能祭（12日

　　午後7時～）

世界の染織シリーズPartII

　　　“帝王紫と草木染め展”
会期10月26日㈱～30日（日）

　　　　（26日午後1時半テープカット）

会場クロス10十日町展示ホール
入場料　一般300円　中高生200円

　　　　　“記念講演会”

演題天然染料について
講　師　吉岡常雄先生（大阪芸大教授）

日時10月26日午後1時半～3時半
会場クロス10十日町中ホール
入場料・無料

礁轟験畏館
　　　’・●・：。：・：・2・●●

日時　10月30日（日）午前9時

　　　　　　　　　　　～午後4時
内容　●展示（活花、手芸、菊花、小

　　学生作品展）●芸能発表会

　　　●バザー

　　　●●●●●●●，●ρ

日時　11月3日㈲午前9時
　　　　　　　　　　　～午後4時
内容　●展示（活花、焼物、書道、盆

　　栽、手芸、菊花、小・中学生作
　　品展）●バザー●子ども映写会

　　●不用品即売会

　　●●●●●●乎．●一〇’

　　●響o
日時　11月3日休）午前9時

　　　　　　　　　　　～午後4時
内容　●展示（絵画、木彫、焼物、書

　　道、写真、俳句、活花、手芸、

　　盆栽、版画）●バザー●ビデオ

　　上映●老人講座作品即売

ロータリー財団海外奨学生募集

　十日町ロータリークラブでは昭和60年6月から1年間、海
外で勉強するロータリー財団奨学生を募集しています。

奨学金の種類　大学院課程奨学金、大学課程奨学金、職業研
修奨学金、心身障害者の教師奨学金、ジャーナリズム奨学金
の5種類

募集人員　十日町地区から2名（ロータリークラブの会員の
子弟は対象外です。）

奨学金　研修期問1年間支給され、その内容は、往復の旅費、

授業料、入学金、生活費など

締切り　12月20日
申込みと問い合せ　奨学金の申請資格などについての問い合

せと申込みは、十日町商工会議所内、十日町ロータリークラ

ブ事務所（智7－5111番）かロータリークラブ担当の上
村重太郎さん（智2－2292番）へ。
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胸
部
脚
洋
間
接
撮
影

●

循
環
器
検
診
日
程

期
　
　
日

検
　
診
　
時
　
間

検
　
診
　
会
　
場

対
　
象
　
地
　
区

午
茜
削
9
時
30
分

　
～
午
－
則
10
時

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

東
下
組
地
区

午
ル
削
10
時
15
分

　
～
午
』
剛
n
時
30
分

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
条
地
区

n
月
7
日
㈲

午
後
－
時

　
～
午
後
－
時
30
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
i

飛
渡
地
区

午
後
－
時
4
5
分

　
～
午
後
3
時

中
　
条
　
　
公
　
　
民
　
　
館

中
条
地
．
区

午
ル
剛
10
時

　
～
午
ル
剛
n
時

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

馬
水
地
区
梢
燗
叡
蒲
澱
中
在
家
、

n
月
8
日
㈹

午
後
－
時

　
～
午
後
2
時
30
分

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

水
沢
地
区
（
右
記
以
外
）

午
ル
剛
9
時
3
0
分

　
～
午
些
削
n
時

新
　
座
　
保
　
　
育
　
　
園

新
座
・
大
井
田
地
区

n
月
9
日
困

午
後
－
時

　
～
午
後
2
時
3
0
分

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

吉
田
地
区

11

月
10
日
㈲

午
』
剛
9
時
3
0
分

　
～
午
－
剛
11
時
30
分

保
　
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

川
治
地
区

午
後
1
時
30
分

　
～
午
後
2
時
3
0
分

羽
　
　
根
　
　
川
　
　
荘

六
箇
地
区

n
月
n
日
㈹

午
－
剛
9
時
3
0
分

　
～
午
二
則
11
時
30
分

保
　
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

十
日
町
地
区

午
後
－
時

　
～
午
後
3
時

保
　
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

十
日
町
地
区

※
今
回
は
前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
対
象
で
す
。
前
回
受
け
な
か
っ
た
人
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
回
の
青
い
通
知
書
を
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
を
な
く
し
た
人
は
、
会
場
で
作
り
ま
す
の
で
通
知

　
書
な
し
で
も
受
診
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
歳
以
上
の
方
は
検
尿
、
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
循
環
器
検
診
（
血
圧
測
定
・
検
尿
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
老
人
保
健
法
に
よ
る
健
康
手

　
帳
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

ξ生活の中に関する情報

E活に鋤要な知識を掲載

ミす。＼￥豊かなくらしづく

の参考にしてください。

今月から毎目皆さんの

〔POSシステムの話〕1628239030154

　最近、スーパーなどで買物をすると、商品のパッ

ケージにタテじま模様の表示が印刷されているのを

見かけますが、これはコンピューター時代の商品管

理上の記号で、商品の生産国、メーカー名、商品コ

ード、価格等を表している。名付けてP　O　S（P　o

i　n　t　o　f　S　a　l　e＝販売時点情報管理）上記

のようなタテじま模様がコンピューター処理記号で

こ』れを下にして機械の上を通すだけで、P　O　Sレジ

スターが光学的に読み取ります。この方法ですと小

売店頭でのレジの打ち誤りがなく、スピーディに処

理されるため、待ち時間が短縮され、レシートには

商品名も表示されるので大変分りやすく、家計簿も

つけやすくなります。一方、大量の商品を扱う小売

店では年々変化の激しい消費者動向の多様化、個性

化を購買時点で的碓に捉えることができ、経営の合

理化ができます。

　こうしたシステムは、首都圏や関西圏の大手スー

パーが衣料品や食料品に導入していますが、設備投

資にお金がかかるため、現在のところはあまり普及

していません。

灘
謙

鑑
皿

献
』

午前10時～午後4時商工福祉会館11月1日（幻

午前10時～午後3時芳織物㈱関11月7日（月）

午前10時～午後3時睦織物明石町工場11月10日㈲

11月13日（日）水沢出張所午前10時～午後4時

一一一明目といわず、今献血を

…
”
月
の
休
日
救
急
医
　
…

…
3
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
｝

芸
文
化
の
日
）
智
2
の
2
1
7
4
番
㎜

…
6
日
　
第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）
　
…

…
　
　
　
　
台
0
2
5
7
6
－
8
の
2
0
1
8
番
　
…

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

…
　
　
　
　
　
　
奮
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
…

㎜
1
3
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
　
智
2
の
3
2
6
9
番
㎜

…
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

…
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番
　
…

…
2
0
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

…
　
　
　
　
智
2
の
2
9
5
7
番
…

…
2
3
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
…

一
（
勤
労
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
謝
の
日
）
　
奮
0
2
5
7
6
　
8
の
2
0
3
4
番
　
一

…
2
7
日
　
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

…
　
　
　
　
盈
7
の
3
0
1
8
番
…

鰯
霧
灘
叢
繋
馨
嚢
馨

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

n
月
1
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55

年
5
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

n
月
1
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

57

年
5
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

n
月
30
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

58

年
7
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

n
月
2
1
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

58

年
1
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

　
　
1
歳
6
ヵ
月
児
・
3
歳
6
ヵ
月
児
の
方
は

お
願
い

　
　
歯
科
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら
歯
を
き
れ
い
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
。

嚢霧

　
次
の
日
程
で
糖
尿
病
検
診
を
実
施

し
ま
す
。
職
場
の
健
康
診
断
な
ど
で

尿
に
糖
が
で
た
こ
と
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
（
※
医
療
機

関
で
検
診
済
の
人
は
の
ぞ
き
ま
す
）

日
時
　
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
i

検
診
料
五
百
円

申
込
み
　
十
一
月
十
二
日
（
土
）
ま

で
に
、
市
保
健
衛
生
課
（
費
七
i
三

二
一
番
内
線
五
〇
二
）
へ

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
二
十
七
日
㈲
　
午
前
九
時

～
午
後
一
時
、
魚
之
田
川
、
慶
地
の

全
部
、
▼
十
月
二
十
八
日
㈹
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
、
漆
島
の
全
部
、

▼
十
一
月
二
日
困
　
午
前
九
時
～
午

後
一
時
、
山
新
田
の
一
部
、
小
貫
、

東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
の
全
部
、
▼

十
一
月
九
日
㈲
　
午
前
九
時
～
正
午

太
子
堂
の
一
部
、
尾
崎
の
全
部
　
▼

十
一
月
十
五
日
㈹
　
午
前
八
時
～
午

後

一
時
、
駅
通
り
、
稲
荷
町
三
丁
目
本

通
り
、
稲
荷
町
三
丁
目
北
、
稲
荷
町

四
丁
目
、
旭
町
、
西
浦
町
西
、
本
町

六
丁
目
の
二
、
丸
山
町
の
各
一
部
、

昭
和
町
四
丁
目
、
稲
荷
町
一
丁
目
、

二
丁
目
、
三
丁
目
南
の
全
部
、
▼
十

一
月
二
十
四
日
㈹
　
午
前
九
時
～
正

午
、
田
麦
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
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・
曳
　
　
d
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．
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